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連結当期純利益の推移（親会社株主帰属分）

より専門性の高いコンサルティング提案をグループ総合力によって実践するために

《金融政策》2013年4月「量的・質的金融緩和政策」導入、2016年1月以降は「マイナス金利政策」へ1981年 新銀行法
金融自由化本格スタート

1993年 金融制度改革法
(証券子会社設立、本体での信託参入)

1998年 金融システム改革法
（投信・保険の窓販解禁）

業務の開始

子会社等の
設立・出資

　　　

価値提案力の強化

■最近の中期経営計画

■最近の業績推移

■1970年2月 東京証券取引所（第一部へ指定替）

（単位：億円）

～ 淵源から142年、創立後88年、群馬銀行として65年 ～

統合・再編

20201960 1970 1980 1990 2000 2010 2016 2018

2018.04
ぐんぎんコンサルティング株式会社
コンサルティング業務
（連結子会社）

2018.06
株式会社フィンクロス・デジタル
デジタル化推進
（地銀7行の共同出資）

2016.02
ぐんぎん証券株式会社
証券業務
（連結子会社）

2016.07（資本参加）
スカイオーシャン・
アセットマネジメント株式会社
投資信託委託業務
（持分法適用関連会社）

1982.03
株式会社群銀カード
クレジットカード業務
（持分法適用子会社）

1991.02
群馬財務（香港）有限公司
香港における金融証券業務
（連結子会社）

1986.07
ぐんぎんシステムサービス株式会社
ソフトウエア開発・販売業務
（持分法適用子会社）

1983.09
群馬信用保証株式会社
ローン保証業務
（連結子会社）

1971.02
群馬中央興業株式会社
物品等輸送、ATM保守管理
（連結子会社）

1973.10
ぐんぎんリース株式会社
リース業務
（連結子会社）

1998.12
証券投資信託の
窓口販売

1994.01
信託業務

1989.06
金融先物取引業務

1983.04
公共債窓口販売

2008.08
相続関連業務

2007.02
銀行本体によるクレジットカード発行

2016.11
リース媒介業務

2005.08
証券仲介業務

2001.04
保険商品の窓口販売

1961.04
外国為替業務

「Ｖ－プラン」
～価値提案銀行への進化～
それまでのサービスの質の向上を継承しつつ
コンセプトを価値ある提案へ進化。

《当行の淵源》

1878年設立
（明治11年）

第三十九
国立銀行

1932年9月
県内中小金融機関の大同合併を目的に
《群馬県金融株式会社の設立》

《当行の設立》

1932年11月（昭和7年）
2行（群馬・上州）を吸収合併し
群馬大同銀行へ社名変更

《当行の創立》

群馬
大同銀行

改称

1955年
（昭和30年）

群馬銀行
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統合・再編の歴史

大正時代
(1915年頃)

群馬県内
普通・貯蓄・商業銀行

《約40行》

昭和元年
(1926年)

《24行》

昭和7年
(1932年)

《7行》

昭和19年
(1944年)

6行統合

群馬銀行の沿革
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「Value for Tomorrow」
～価値ある提案を明日に向けて～
新たな収益機会の創出により、「明日」に向けた
持続可能なビジネスモデルを構築。
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1. 群馬銀行について


